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FIAF4 第７戦・第８戦 富士スピードウェイ

◼ 開催日： ８月３日～４日
◼ 開催場所： 富士スピードウェイ
◼ 天候： 晴れ

路面： ドライ
◼ 参加台数：３７台

Team Principal : Masashi Kawaguchi
Secretariat : PECORA INC.
Driver : Iori Kimura
Director : Kenichi Hasegawa
Engineer : Kunihiro Nakai
Mechanic : Tutomu Achiwa
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5月25〜26日に鈴鹿サーキットで第5戦・第6戦を終えてから、長いインターバルを過ごし、
ようやくシリーズ中盤戦の要となるイベント、富士スピードウェイでの第7戦・第8戦を迎える
こととなったFIAF4選手権。開幕の岡山大会では4位入賞と順調なスタートを見せたものの、続く
富士大会ではノーポイント。鈴鹿でも9位入賞と苦しい前半戦となった。ポイントランキングも10
位に沈んでしまったものの一気にギャップが拡大・縮小する状況だけに、シリーズの行方は分か
らないところ、まだまだ群雄割拠の状況といえる。このインターバルを活かし、どれだけ勢力図
に変化が起きたか。富士大会では、シリーズ後半戦を占う興味深いレースが展開されそうだ。

2019 FIA F4 選手権第７/８戦富士大会スケジュール

８月１日 F4プライベートテスト

８月２日 OTG FIAF4 トレーニング①

OTG FIAF4 トレーニング②

８月３日 公式予選

FIAF4選手権第７戦決勝 (14 LAPS)

８月４日 FIAF4選手権第８戦決勝 (14 LAPS)

〚スケジュール〛[SCHEDULE］

F4プライベートテスト

８月１日--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

24日のテストでマシンの方向性を確認し、レースウィークに向けての準備を万全にした中でのF4テスト。
雨が降ったり止んだり、他のGTマシンが走ったりと、、、
路面にマシンが食われてしまいタイムアップに苦戦しました。

３本の走行があったので１本目は24のセットベースに改善したもので走り、
マシンに足りない部分を２本目、３本目と修正を加えながらセッティングを進めて参りましたが
どのように変えても他の部分で後れを取ってしまったりとなかなかうまくプログラムを進めることが
出来なく、悩みました。

自分の走りで改善できるところもまだまだ沢山ありますので、限られた時間しか残されてないですが
マシンとドライバーの双方で改善出来るように翌日のテストも取り組みたいと思います。
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OTG FIAF4 トレーニング

１回目 ７５分間---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
１本目は昨日の最後に試したセットアップをベースセッティングとして細かい部分を調整する作業に入りま
した。しかし、昨日の不具合が全く改善されず更に曲がりにくい感触になってしまいました。
１セッション７５分しか走れる時間が無いので、数周走り感触を確認し、セット変更。
また数周走り再びセット変更。
ゴールが見えず１９番手で終えた１回目の走行でした。

２回目 ７５分間----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
マシンのセッティングを変更し取り組んだ２セッション目。
まずは前半２０分はユーズドを使いレースラップくらい走った場合のペースの変化を確認しました。
セットアップを大きく変更したことが功を奏したこともあり、ラップタイムは１本目のニュータイヤのタイ
ムよりも向上し、安定性もみられたのでそのままニュータイヤを入れて２回目のアタックを行いました。
それでも順位は１５番手。
既に１回目のセッションでニューを入れてしまったドライバーおり、実際の順位はもっと下。
焦りも出ましたが気持ちを切り替え、チーム一同翌日の予選に向けてミーティングを重ねました。

FIAF4 富士大会 公式予選

長いインターバル明けのシリーズ折り返しイベントとなる、FIA-F4選手権第7戦／第8戦。早朝から
気温の上がる中、富士スピードウェイを舞台に午前8時05分から30分間の公式予選が行われた。
木曜のスポーツ走行では雨が降る状況もあったものの、金曜のOTGトレーニング走行ではドライコ
ンディションで走り込み、この日を迎えた37台。この公式予選も眩しい日差しの中、ドライでの
アタックとなったが、高い気温の状況下でのタイヤの消耗を懸念してか、1部のマシンはセッショ
ン開始直後は作業エリアで待機。そのため、序盤はあまり積極的なアタック合戦は見られなかった。
開始から10分を過ぎたあたりから、徐々に攻防が激化。トップ集団が続々と46秒台に入り、
その数分後には46秒前半へとタイムを上げて行った。９周分の燃料のみを積みアタックに挑んだ木
村偉織は前半は位置取りに苦戦し、好タイムを出せずにいた。しかし、後半スリップストリームを
上手く使い、１分４６秒５を叩き出す。その後、スリップは使えなかったが更に車の限界を攻め
１分４６秒４と更にタイムを上げた。
レース１・６位、レース２・５位というポジションをマークし、真夏の富士大会公式予選を終えた。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

昨日の公式練習後から今朝までチームと時間の許す限りデータやオンボードを見ながら
ミーティングを重ね、車と自分の両方に改善点が見られたので予選には自信がありました。
しかし、自分のベストラップがスリップを使えたものではなく、それがあったらトップ３も見えており
少し不完全燃焼で終わった予選となってしまいました。
しかし６位と５位と昨日の１９番手で終わった公式練習や、ＧＷの富士大会を考えるといい流れを作れ
て行けていると思うのでこの調子で更に上へ、表彰台や優勝を目指してレースに向けて取り組もうと
気持ちが奮い立ちました。
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FIAF4 第７戦 富士大会 [リタイア］

やや日差しが弱まった薄曇りの空の下、午後1時45分からフォーメーションラップがスタートした第7戦決勝。
14周での攻防は、激しい戦いが展開された結果、アクシデントによる赤旗終了という波乱の幕切れとなった。
午後1時49分、レッドシグナルが消灯し37台のマシンが一斉にスタート。上位陣では激しいバトルが繰り広げ
られた。その中、スタートで１つ順位を上げ、５位争いをしている中１コーナーでライバルに木村偉織らが
接触。これにより１周目からＳＣが入ることになった。セーフティーカーは3周目に消灯。4周目からレース
は再開となり、木村偉織と他ライバルが4番手を争う。木村と小川は300Rで小川が前に出るも、13コーナーで
は木村が小川のインを突き、小川がはらむ間に逆転するなど、一進一退の攻防を見せるが、ここに３台が加
わり、激戦区となりその集団の１位を木村偉織が走って行った。しかし、マシンのダメージにより思うよう
にペースを上げられないことにより、7周目に木村偉織が後続の１台にパスされる。
その後接触によりダメージを負っていた木村偉織は、ピットインしレースを終えてしまいリタイアとなった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

スタートで蹴りだしで上手く行き順位をあげることが出来ましたが
その後、バトルの混乱で車にサンドイッチされるような形になり、
逃げ場がなく接触。そのままマシントラブルによりリタイアという
悔しいレースになりました。
車のフィーリングも悪くなく、スタート後のＳＣが無ければ表彰台も
見えている状況であったことがあり言葉では言い表せられないような
気持ちになりました。気持ちを切り替えて翌日の決勝も頑張ります。

FIAF4 第８戦 富士大会 [７位 入賞］
8月4日、早朝8時。ドライの中、第8戦決勝がフォーメーションラップの時を迎えた。
前日の第7戦を制した佐藤が、この第8戦もポールポジションからのスタートとなる中、2番手スタートの菅波
以下、石坂、平木、木村偉織らが佐藤の富士連勝を止められるかがひとつの焦点となった。
1周の後、午前8時04分に14周の第8戦決勝がスタート。 １周目から激しい攻防が繰り広げられた。
その結果、オープニングラップを終えた段階でのトップ5は菅波、平木、佐藤蓮、石坂、木村というオーダー
と上位陣の攻防は序盤から熾烈さを極め、2周目には4番手争いをしていた石坂が後退、代わって平良が4番手
に浮上しこれを木村、川合らが追う展開となった。続く3周目には木村が平良を捕らえ、4番手になった。さ
らに4周目の1コーナーでは木村と川合が激しく4番手を争うが、さらにこの争いに平良、石坂が絡み、4台で
の4番手争いが続く。この中から、5周目に1コーナーで川合が木村を再び捕らえ、4番手に浮上するも、翌周
には再び木村が4番手を奪い返すなど、目まぐるしく順位変動が続く。その後は木村偉織がベースを上げトッ
プ３を追い、大きく離れていた差を１秒圏内まで縮めることが出来た。しかし、ここでタイヤも限界へと向
かえた木村。ベースが急激的に悪くなり順位をドロップ。結果７位でチェッカーを受けレースを終えること
となった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

第８戦は第７戦での反省を活かし、チームの為にも“とにかく完走” “とにかくポイントを持って帰る”と
集中して挑みました。スタートを上手く決め順位を１つ上げましたが集団の中でのペースで苦戦し、
４位の集団を抜け出すまでに苦戦してしまい、そこで前から離されてしまいました。
レース中盤はクリーンな状態で走れたのでペースもよくトップ集団を追えるだけの戦闘力がありましたが
やはり集団に追いつき集団に入るとペースが落ちてしまい、それによってタイヤも終わってしまい結果的に
スタートから順位をさげるという形でレースを終えてしまいました。
しかし、苦手な富士でポイントを持って帰れたのは自信にもつながりましたしよかったです。
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次戦にむけて 反省点・まとめ

今回の富士大会では新しいチーム体制での初レースとなりました。

ＧＷの富士大会から自分の中で富士は苦手だという感触があり
テストでも、シミュレーターでも中々納得行くタイムが出なく
とても苦しいレースウィークでした。

しかし、新体制でのチーム。
私が入ってことにより、エンジニアやスタッフなどの士気が
上がり、それを見た私自身も士気が上がりました。
そしてその相乗効果が今シーズン後半戦、もてぎ大会まで
チームとドライバー共々レベルアップに繋がると感じました。

富士大会ではレース１、レース２共に表彰台が見えましたが
それに届かず、、、、という形になってしまいました。
レースのベストラップタイムはよかったのですが集団の中で
頭一つ抜けることが出来ず、車のレース中の戦闘力という点で
まだまだ足りない部分が多いのか今の課題だと思います。

次戦のオートポリスでは車のセットアップがポイントであり、
タイヤを上手く使いこなすドライビングが出来る車を
作り上げるように頑張っていきたいです。
チームとのコミュニケーションも上手く行っており
いい流れでいけているので引き続きテストをこなし
まずは表彰台を目指したいと思います。

今大会も応援頂きありがとうございました。
これからも応援宜しくお願い致します。

次大会は9月7〜8日のオートポリス。
ここのサーキットも今までで走ったことがなく
尚且つ独特なキャラクターを持つサーキットと
多くの人が言っている。
テストの日程も限られておりここでも苦しい戦いになると
予想される状況ではあるが、
九州の地でも、再びの熱戦を期待したい。
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